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現行の検診方法
図 1 に現在新潟市で行われている学校心臓病

検診の運用方法をお示しします。小、中、高校
の各 1 年生全員に対し一次検診として問診票の
配付、心電図検査を行います。この問診票より
家族歴や既往歴および身体状況が把握されま
す。追跡症例は前年度からの経過観察例で各学
校の 2 年生以上が対象になります。またこれら
とは別に学校医の判定により精密検査の対象と
なる人がおります。一次検診心電図の自動診断
を判定医が精密検査対象者に抽出するかどうか
選別を行います。精密検査対象者はメジカルセ
ンターまたは専門の医療機関で診察並びに必要
に応じさらなる検査を実施します。メジカルセ
ンターでの検査結果にて他医療機関へ受診とな
ることもあります。

学校心臓病検診結果の概要
表 1 に小学校、中学校、高校別に分けて検診

結果の概要を示しました。平成30年度の対象と
なる学校の在籍者の合計は60,303人で前年度比
−351人でありました。最近の某新聞社の記事
によると、国の公的機関所属の人口問題研究者
の分析によれば今後50年は出生数の減少傾向は
続くというショッキングな内容です。一次検診
実施者は小、中、高あわせ13,374人で、このう
ち一次検診の要精検者となったのは全体の
5.1％に当たる681人でした。追跡症例と学校医
からの症例を合わせ全体の要精検者は1,578人
で、最終的に要管理者951人、管理不要者545人
と判定されました。

精密検査受診状況
表 2 は要精検者がメジカルセンター、他医療
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図 1　新潟市学校心臓病検診の流れ
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機関のいずれで管理されているかの検討です。
要精検者1,578人中メジカルセンター受診者659
人、他医療機関受診者は837人でした。

精密検査の結果（管理区分）
メジカルセンター受診者659人中管理不要と
なった人は63.6％にあたる419人でした。一方、
他医療機関受診者837人中管理不要者は15.1％
の126人でした。よってメジカルセンターの役
割は今後の管理が必要かどうかのスクリーニン
グが主体といえます。これは実際に運動制限が
必要となる管理区分Ｂ、Ｃ、Ｄの学童の殆どが
他医療機関での管理でしたが、ただ例外的にメ

ジカルセンター受診者の小学生で 1人だけが管
理区分Ｂでした（表 3）。

診断および管理区分による精検結果
心電図異常や先天性心疾患の人数は例年とほ
ぼ同じです。川崎病はわが国の 2年毎の集計に
よる疫学調査でもその増加傾向が指摘されるよ
う、今年度も227人と増加しておりました（表
4）。

心電図所見による管理区分
心電図異常では期外収縮が230人と最も多く、
次いで心室内伝導障害56人、WPW症候群42人

表 1　平成30年度　学校心臓病検診結果

表 2　精密検査受診状況
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表 3　精密検診結果（医療管理区分）

観察のみ

管理
不要者

表 4　診断および管理区分による精検結果

管理
不要者観察のみ

表 5　心電図所見による管理区分
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でした。WPW症候群の 1名と発作性心臓頻拍
の 1名に手術が施行されておりました（表 5）。

先天性心疾患の診断名による管理区分
先天性心疾患では心室中隔欠損（169人）、心
房中隔欠損（69人）、動脈管開存（32人）、肺動
脈弁狭窄（32人）の順に症例数が多く、この 4
疾患で全先天性心疾患397人の76.1％を占めて

いました。この表には示されておりませんが、
心房中隔欠損、動脈管開存、肺動脈弁狭窄の 3
つの疾患に対して最近はカテーテル治療が行わ
れる症例が増えていると考えられます（表 6）。

過去 8年間の学校心臓病検診結果
表 7に過去 8年間の結果を比較しました。こ
れによれば在籍者数減少に伴う各実数は当然の

管理
不要者観察のみ

表 6　先天性心疾患の診断名による管理区分
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表 7　過去 8年間の学校心臓病検診結果
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ことながら減少しています。一方学校医所見の
抽出においては校医の判断によるため、一定の
減少とはいえないところがあるようでした。

川崎病の経過観察数
図 2に過去10年の川崎病の経過観察数を示し
ました。平成26年度の150人で減少傾向が止ま

り以後は一貫して増加に転じております。先に
も述べたとおり、国内の疫学調査でも川崎病の
増加が示されていることより、今後も注目して
いく必要があるかと思います。

最後にこの検診業務を支えてくださっている
関係者の皆様に感謝申し上げます。

図 2　過去10年間の川崎病既往数




